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「おでかけときも」なぅ
　

3
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
、
市
内

の
観
光
名
所
や
駅
周
辺
に
「
と

き
も
」
が
お
で
か
け
！　

見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
ね
。

撮影時の出現場所

　

昨
年
3
月
に
保
存
修
理
工
事
が

完
了
し
た
川
越
城
本
丸
御
殿
。
江

戸
時
代
に
造
ら
れ
た
国
内
の
本
丸

御
殿
の
う
ち
、
現
存
す
る
の
は
、

川
越
城
と
高
知
城
の
二
つ
だ
け
で

す
。
川
越
城
は
、
明
治
維
新
以
後

に
、
城
郭
内
の
多
く
の
建
物
が
解

体
・
移
築
さ
れ
、
本
丸
御
殿
も
入

間
県
の
庁
舎
、
埼
玉
県
第
三
尋
常
中
学
校（
現
在
の
県
立

川
越
高
校
）、
た
ば
こ
工
場
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

戦
後
は
第
二
中
学
校（
現
在
の
初
雁
中
学
校
）の
仮
校
舎
や

屋
内
運
動
場
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
も
。
本
丸
御
殿
が
建

て
ら
れ
た
嘉か

永え
い

元
年（
一
八
四
八
）当
時
の
全
体
図
は
、
本

丸
御
殿
を
正
面
に
見
て
左
側
に
あ
る
、
県
立
川
越
高
校
同

窓
会
か
ら
贈
ら
れ
た
記
念
碑
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
丸
御
殿
の
大
広
間
に
あ
る
杉
戸
絵
は
、
川
越

藩
御
用
絵
師
だ
っ
た
舩ふ

な

津つ

蘭ら
ん

山ざ
ん

に
よ
る
も
の
。
改
修
後
は

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
と
き
、
ち
ょ
っ
と

見
上
げ
る
と
、「
あ
れ
っ
？

こ
の
跡
は
も
し
か
し
て
…

…
」。
本
丸
御
殿
の
歴
史

を
語
る
貴
重
な
痕
跡
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

川
越
再
発
見
22

本
丸
御
殿
の
天
井
に
…
…

広
報
室
L
2
2
4
︲
5
4
9
5

　古くから京都で作られ、肥料
を使わずに水と土だけで作られ
ていたことから水菜と呼ばれる

ようになったと言われます。ま
た、産地から京菜という名前で
も知られています。
　市場には、一年中出回ってい
るので、いつでも味わうことが
できる水菜ですが、本来の旬は
冬です。漬物や鍋、生食など、
どんな食べ方にも適していま
す。最近はサラダ野菜としても
定着して、シャキシャキした食
感が人気です。
　「収穫する目安の35㎝～40
㎝の大きさまで成長するのに、
2か月半くらいかかります。寒
い冬は、鍋物の食材として最適
です」と話してくれたのは、市

内 の ス ー
パーや直売
所に出荷す
る落

おち

合
あい

喜
き

久
く

男
お

さん（62
歳・中福）。
　保存するには、湿らせた新聞
紙に包み、袋にいれて冷蔵庫の
野菜室に立てると良いそうで
す。水菜は、カロテンやビタミ
ンCが豊富で、カルシウムや鉄、
カリウムなどのミネラル類、食
物繊維も多く、バランスの取れ
た緑黄色野菜です。
　この冬、川越産の水菜を食べ
てみませんか。

22

水菜（みずな）
農政課L224－5939

　

小
江
戸
川
越
検
定
の
設
問
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

設
問　

本
丸
御
殿
の
天
井
に
残
っ
て
い
る
の
は
何
の
跡
？

　

①
足
跡　

②
ボ
ー
ル
の
跡　

③
焼
け
た
跡　

④
刀
の
跡

答
え
②


